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酸が，免疫の過剰活性を抑制する T reg細胞誘導に関与していることが数多く報告されている． 
人々の健康志向の高まりとともに，機能性食品としてのβ-glucan に注目が集まってきた．ま







した．第 3章では，第 1章で作成した ad-sBBGのアレルギーモデルマウスに対する影響につい
て検討した． 
 


















20℃ 3時間で分解したとき最も高い可溶化率であった．これを acid degraded soluble BBG 
(ad-sBBG)とした．ad-sBBGを HPLCにより高分子量 (ad-sBBG-high) と低分子量 (ad-sBBG-low) 
に分画したところ (Fig. 1.) ， ad-sBBG-highに酵母細胞壁に含まれている mannanが多く含ま
れていた (Table 1)．ad-sBBG-highを取り除くことにより可溶性低分子β-1,3-glucan画分を調製
することが可能となった．第 3節では，酸分解可溶性β-glucanの細分画を試みた．その結果，


























における TNF-α産生を抑制した．この作用を ad-sBBG ep3と ad-sBBG ep4で比較したところ，











第 3章 ad-sBBG ep 3のアレルギーモデルマウスに対する影響 
 近年になり，潰瘍性大腸炎の動物モデルに対して laminarinを経口投与すると腸内細菌叢に変











IL-4産生が有意に減少し，IFN-γ産生が上昇した．また，血清中の total IgEならびに OVA specific 
IgEのいずれもが優位に減少した．また，腸管リンパ節中の T reg細胞を測定したところ，
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